









A Study of the Biwazuka tumulus : A Fifth







































そこで本稿では､ 琵琶塚古墳の調査で検出された埴輪､ 土師器､ 須恵器の









埋土中から円筒埴輪や朝顔形円筒埴輪､ 土師器､ 須恵器､ 青磁の破片が検出



















































































































































写真４ 円筒埴輪 (熊本県調査出土分) の外面

































































































がら検討を行う｡ なお､ 遺物にみられる注記では､ ｢第６試掘ピット｣ では
なく ｢東クビレ｣ と記されている｡
｢東クビレ｣ の注記がある土師器 ｢東クビレ｣ という注記がなされてい
る土師器のなかには､ 糸切り底の坏が含まれている(写真９)｡ このことから
判断すれば､ 第６試掘ピット出土土師器には古墳の時期よりも新しいものが





ものは､ 小型丸底壺(図２－１, 写真10－１)と高坏(図２－５～11, 写真10－
２～４)である｡
小型丸底壺は口径11㎝､ 胴部最大径12㎝､ 器高13㎝で､ その口径と胴部最








































































として注目に値する｡ また､ 甕口縁部片においても､ 明瞭に突出した突帯を
もつ点､ その突帯頂部がやや丸みを帯びる点､ 口縁端部を丸くおさめるもの
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